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(1) 培地 (3 7 0C) 中の卜リプトファン蓄積濃度の最適化実験からは(i)宿主菌の性質としてトリプトフ
ァン・オペロンの欠失変異以外にリプレッサーの変異及びトリプトファナーゼの欠損変異が必須であ
る(ii)遺伝子増幅効果には限度がありコピー数中程度の pSC 101-t rp に由来する変異プラスミドが最
適である (iiil生産物阻害解除の程度にも最適値がある乙とを，それぞれ見出している。事実，小型培養
槽 (2 f.， 27h) で 6.2 g/ f.生産速度として 0.2 3 g/f./h のトリプトファンを蓄積させること
に成功している。
(2) 組換えプラスミドの導入により増強された菌の潜在能力と，従来の古典的な菌株育種法とを組合わ
せた結果， (i)ジャー型培養槽 (30 f.) の培養温度を 0'"'-'24h で 3 3 0C，以後，温度を徐々に下げ
4 2 h 以降は 3 0 oC~アントラニノレ酸とグノレコースの連続供給;培養 8 4 h で約 3 5 g/ f.のトリプ
トファンを蓄積する (ii) トリプトファンの生産速度はほぼ 0.420g/f./h であり この速度は既往の
報告例中最も大きい値を示す例の 2 倍以上である乙とをそれぞれ確認している。
(3) 組換えプラスミドを保持する形質転換株と宿主菌の比増殖速度の比 α 及び宿主菌の分裂に際しフ。
ラスミドが脱落する頻度 p をパラメータとする安定性の一般的評価法は 不安定な組換えプラスミ
ドの安定化法の検討にも有用である。なお，本研究で用いた pSCl 01-trp 変異プラスミドは，こ
の一般的評価法にまつまでもなく，極めて安定に宿主菌(大腸菌)に保持されている。
以上の成果は，組換えプラスミドの醸酵工業への利用に関し多くの知見並びに示唆を与えており生物
化学工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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